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３ 長野市の文化財の概要 

（１）文化財保護法等による指定等文化財 

 市域に所在する文化財のうち、文化財保護法及び長野県文化財保護条例、長野市文化

財保護条例に基づき、指定・選択・選定・登録を受けている文化財は、令和６年１０月１日時

点で 548 件を数える。このほかに重要美術品が６件ある。 
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名勝・天然記念物
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合
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8 11 65 142 226

絵画 2 2 8 0 12

彫刻 15 8 27 0 50

工芸品 3 7 15 0 25

書跡・典籍 2 2 2 0 6

古文書 0 0 10 0 10

考古資料 0 1 12 0 13

歴史資料 1 0 3 0 4

0 0 0 7 0 0 7

0 1 14 0 15

0 1 4 9 8 0 22

6 5 46 0 57

0 1 4(1) 8 13(1)

1 16 69 0 86

0 0

1 1

0 0 1 1

39 1 58 292(1) 8 150 548

県

令和６年10月1日現在※制度がないものは「／」で表した

合計

その他 国 市

重要美術品 6

文化財の保存技術
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有形の民俗文化財

無形の民俗文化財

建造物

遺跡

名勝地

動物、植物、地質鉱物

文化的景観

伝統的建造物群
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ア  有形文化財（建造物）  

建造物は国指定では国宝が 1 件、重要 

文化財が 7 件、県宝が 11 件、市指定が  

65 件、国登録が 136 件となっている。  

 指定されている建造物の地区別分布は 

右図のようになる。松代地区、鬼無里地 

区、第一地区から第五地区に多い。 

 国宝は１件で、第二地区の善光寺本堂 

が指定されている。重要文化財は７件で、 

このうち第二地区の善光寺三門
さんもん

と善光寺 

経
きょう

蔵
ぞう

は善光寺本堂と同じ境内に建つ江戸  

時代中期の建物である。また松代地区の 

真田
さ な だ

信
のぶ

之
ゆき

霊屋
た ま や

と真田
さ な だ

信
のぶ

重霊屋
し げ た ま や

は松代真田 

家初代藩主とその三男の位牌
い は い

を祀
まつ

った建 

物で、旧横田家住宅は松代藩士の武家屋  

敷である。このほか鬼無里地区の白
しら

髯
ひげ

神
じん

 

社本
じゃほん

殿
でん

と芋
いも

井
い

地区
ち く

の葛山
かつらやま

落合
おちあい

神社本
じんじゃほん

殿
でん

が 

重要文化財となっている。  

県宝は 11 件のうち７件が松代地区に集  

中している。このうち皆神山の熊野出速
く ま の い ずは や

雄
お

 

神社本
じんじゃほん

殿
でん

は中世の熊野系修験を伝える貴重  

な建築遺構
い こ う

である。また大英寺
だ い え い じ

本堂は真田 

信之夫人小松
こ ま つ

姫
ひめ

の霊屋、林
りん

正寺
しょうじ

本堂は真田 

家二代藩主信
のぶ

政
まさ

の霊屋、長国寺
ちょうこくじ

開山堂は真 

田家三代藩主幸
ゆき

道
みち

の霊屋を利用したもので  

あり、長国寺境内の四代藩主真田信
のぶ

弘
ひろ

霊屋 

と合わせ真田家の霊屋群が指定されている。  

このほか旧前島家住宅は現存する松代藩武  

家屋敷のなかで最も古い年代に属する建物 

であり、開
かい

善寺
ぜ ん じ

経蔵
きょうぞう

は真田家の祈願寺の建 

物である。次に数が多いのが芋
いも

井
い

地区の３ 

件だが、うち明治８(1875)年に建てられた旧長野県師範
し は ん

学校教師館と、明治

37(1908)年に建てられた旧ダニエル・ノルマン邸はもと第四地区にあったものを、

昭和 46(1971)年に芋井地区に移設したものである。残る１件の葛山落合神社境内諏

訪社社殿は室町時代後期に建てられた神社建築物として指定されている。戸隠地区

にある南方
みなかた

神社本
じんじゃほん

殿
でん

も室町時代後期の建造物として県宝に指定されている。 

 

 

 
重文 真田信之霊屋 

国宝 善光寺本堂 
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市指定は 65 件で、このうち最古のものは篠
しの

ノ
の

井
い

 

地区にある平安時代の石造
せきぞう

多層塔
た そ う と う

で、次いで松代地  

区の石幢
せきどう

（笠仏
かさぼとけ

）が鎌倉時代のものとされる。また  

南北朝から室町時代にかけて造立された石
せき

造
ぞう

宝
ほう

篋
きょう

 

印
いん

塔
とう

が３件（若
わか

穂
ほ

川田
か わ だ

、七二
な に

会
あい

、第二地区）指定さ 

れている。 

木造では江戸時代以前の建造物として、浅
あさ

川
かわ

地  

区の諏訪神社本殿が建築様式から室町時代頃のも  

のとされる。 

江戸時代のものとしては、社寺（古牧
こ ま き

地区守田
も り た

 

迺
の

神社本
じんじゃほん

殿
でん

、鬼無里地区松
しょう

巌寺
が ん じ

経蔵
きょうぞう

・観音堂・  

鎮守堂
ちんじゅどう

など）、武家住宅の表門（松代地区旧白井  

家表門など）、鐘楼
しょうろう

（旧松代藩鐘楼など）、武家  

住宅（松代地区旧樋口家住宅）、霊屋（松代地区  

大鋒寺
だ い ほ う じ

真田信之霊屋）、石造物（吉田
よ し だ

地区の中越
なかごえ

 

の庚申塔
こうしんとう

など）など、明治以降のものでは神社  

建築（鬼無里地区の荒倉
あらくら

山神
やまじん

社本
じゃほん

殿
でん

、大岡
おおおか

地区  

の塩竃
しおがま

神社
じんじゃ

など）が多くを占め、そのほかに学  

校建築（更
こう

北
ほく

地区の旧作新
さくしん

学校
がっこう

本館）と商家（ 

松代地区の旧金箱家
か ね ば こ け

住宅）が指定されている。  

国の登録有形文化財 136 件は江戸時代後半か  

ら明治時代のものが大部分を占める。地区別で  

みると松代地区に 81 件（寺社、店舗、個人住宅  

など）、第一から第五地区に 19 件（旅館、店舗など）  

と、特定の地区に集中している。 

 

イ  有形文化財（美術工芸品）  

 美術工芸品は国指定では重要文化財が 23 件、  

重要美術品が６件、県宝が 20 件、市指定が 77 

件となっている。  

【絵画】重要文化財が２件、県宝が２件、市指  

定が８件で、地区別分布は右図になる。 

重要文化財では、鎌倉時代末期から室町時代  

初期の制作とされる第二地区善光寺大本願
だいほんがん

所蔵 

の絹本著
けんぽんちゃく

色
しょく

阿弥陀
あ み だ

聖
しょう

衆
じゅ

来迎図
ら い ご う ず

が県下に伝存する  

浄土教来迎図の中では最古のものである。また、  

 
市指定 石造多層塔 

 

 

市指定 旧作新学校本館 
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鎌倉時代前期の作と考えられる若穂地区清水寺
せ い す い じ

 

の絹本著
けんぽんちゃく

色
しょく

両界
りょうかい

曼荼羅図
ま ん だ ら ず

が県下における曼荼  

羅の最佳品として指定されている。  

 県宝では、善光寺大勧進
だいかんじん

が所蔵する絹本著
けんぽんちゃく

色
しょく

 

釈迦三尊像
しゃかさんぞんぞう

が県内では遺例が少ない鎌倉時代に  

遡
さかのぼ

る仏画である。また、善光寺淵之坊
ふ ち の ぼ う

に残る  

室町時代制作とされる絹本著
けんぽんちゃく

色
しょく

善光寺
ぜ ん こ う じ

如来
にょらい

絵伝
え で ん

 

３幅は、数少ない中世の善光寺如来に関わる絵  

伝であるとともに、絵解き図として実際に善光  

寺信仰流布に利用されていたことがわかる貴重  

な文化財である。  

市指定では、いずれも江戸時代の制作で絵解 

きに利用されたとみられる長沼地区西厳寺
さ い ご ん じ

の絹
けん

 

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

鬼
き

女
じょ

紅
も

葉
みじ

狩
がり

の図と蓮如
れんにょ

上人
しょうにん

絵伝
え で ん

や、吉  

田地区善
ぜん

敬寺
きょうじ

の絹本著
けんぽんちゃく

色
しょく

親鸞
しんらん

聖人
しょうにん

絵伝
え で ん

４幅な 

ど８件を数える。  

【彫刻】重要文化財が 15 件、県宝が８件、市 

指定が 27 件で地区別分布は次頁の図になる。 

重要文化財のうち若槻
わかつき

地区の銅造
どうぞう

観音
かんのん

菩薩
ぼ さ つ

立
りゅう

 

像
ぞう

は白鳳
はくほう

時代
じ だ い

のもので市内の仏像の中で最も古 

いものである。若穂地区の清水寺にある木造聖  

観音立像ほか４件６躯の木造仏は、清水寺が大  

正５(1916)年の火事で焼失した後、再建時に奈  

良県から迎えた仏像で、いずれも平安時代から  

鎌倉時代初頭の作である。このほか、松代地区  

清水寺の木造
もくぞう

千手観音
せんじゅかんのん

菩薩
ぼ さ つ

立像
りゅうぞう

ほか２躯、七二  

会地区の木造観音立像、信更地区観音寺の木造
もくぞう

 

十一面
じゅういちめん

観音
かんのん

立像
りゅうぞう

が平安時代の木造仏である。ま 

た善光寺の金
こん

銅
どう

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

及
および

両
りょう

脇
わき

侍
じ

立
りゅう

像
ぞう

３躯は、 

江戸
え ど

時代
じ だ い

に江戸、京都
きょうと

、大坂
おおさか

をはじめ全国に出 

開帳をした際の開帳仏であり、現在も善光寺御  

開帳の際には前立
まえだち

本尊
ほんぞん

として公開されている。  

 県宝では、中条
なかじょう

地区正法寺
しょうぼうじ

の木造聖観音菩薩 

立像ほか２躯、安茂里
あ も り

地区正覚院
しょうがくいん

の木造伝観音菩薩立像など平安時代から鎌倉時代

にかけての仏像８件（12 躯）が市内に所在している。 

市指定では、平安時代の作で川中島
かわなかじま

地区唯一の指定文化財である切
さい

勝寺
しょうじ

の聖観音

 

重文 銅造観音菩薩立像 
 

県宝 善光寺如来絵伝 
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菩薩立像や、同じく平安時代の作で  

ある第二地区世
せ

尊院
そんいん

の木造
もくぞう

毘沙門天像
びしゃもんてんぞう

 

のほか、明治初頭の廃仏
はいぶつ

毀釈
きしゃく

によって 

戸隠山奥院の仁王堂から寛慶寺
か ん け い じ

（第二 

地区）に移された木造
もくぞう

金剛
こんごう

力士像
り き し ぞ う

など  

がある。 

【工芸品】重要文化財が３件、県宝 

が７件、市指定が 15 件となる。 

重要文化財としては奈良時代から  

平安時代初期のものとされる戸隠神 

社の牙笏
げしゃく

、平安時代のものとされる  

若穂地区清水寺の鉄
てつ

鍬形
くわがた

（長野市立 

博物館寄託）などがある。  

県宝となっている松代地区玉依比
た ま よ り ひ

 

売
めの

命
みこと

神社
じんじゃ

所蔵の児
こ

玉石
だまいし

は、毎年１月７日に神社で行 

われる児玉石神事の際に用いられる。神事では神社 

所蔵の玉石類の数を数え上げ、その増減で年の吉凶 

を占うが、この玉石類のうち 591顆
つぶ

が指定されている。  

 市指定のうち鬼無里地区にある４基の山車と２基 

の神楽は、現在の新潟県糸魚川市
い と い が わ し

市
いち

振
ぶり

出身の宮大工  

北村喜代
き た む ら き よ

松
まつ

によって幕末から明治時代初期にかけて  

製作されたもので、いずれにも精緻な彫刻が施され  

ている。 

【書跡・典籍】重要文化財２件、県宝２件、市指定  

２件を数える。このうち重要文化財の紙本
し ほ ん

墨書
ぼくしょ

法華
ほ け

 

経残闕
きょうざんけつ

（平安時代末期－鎌倉時代）、県宝の戸隠山
とがくしさん

顕
けん

 

光寺流記
こ う じ る き

（室町時代）はいずれも戸隠神社所蔵のも  

ので、古くから戸隠山が信仰対象の山であったこと  

を示す文化財である。 

県宝ではほかに松代地区真田
さ な だ

宝物館
ほうもつかん

所蔵の真田家文書が真田家初代の幸
ゆき

綱
つな

（幸
ゆき

隆
たか

）

以来真田家に代々伝来した文書として指定されている。市指定には同じく真田宝物

館所蔵の佐久間
さ く ま

象山
しょうざん

筆
ひつ

桜
さくら

の賦
ふ

と豊野地区鷲寺
わしでら

諏訪神社所蔵の鷲寺諏訪社奉納俳額

（長野市立博物館寄託）がある。 

【古文書】古文書は市指定のみで 10 件を数える。このうち更北地区に残る「文
ぶん

禄
ろく

四年中
よ ね ん な か

氷
ひ

鉋
がの

村下
むらしも

氷
ひ

鉋
がの

村
むら

御検地帳
ご け ん ち ちょ う

」は豊臣秀吉による太閤検地の検地帳である。  

【考古資料】県宝１件、市指定 12 件を数える。県宝の伝川柳
でんせんりゅう

将軍
しょうぐん

塚
づか

古墳
こ ふ ん

出土品
しゅつどひん

は、

 

 
重文 鉄鍬形 
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篠
しの

ノ
の

井
い

地区の川柳将軍塚古墳から江戸時代に発掘された鏡・勾玉・管玉など（長野

市立博物館寄託）で、篠ノ井地区上
かみ

石川
いしかわ

の布制
ふ せ

神社
じんじゃ

に伝わったものである。市指定

では川柳将軍塚古墳の陪
ばい

塚
ちょう

から発見された埴輪
は に わ

円筒
えんとう

棺
かん

や、豊野
と よ の

地区の南曽
みなみそ

峯
みね

古墳
こ ふ ん

か

ら出土した直
ちょく

刀
とう

などがある。  

【歴史資料】重要文化財１件と市指定３件を数える。重要文化財の善光寺造営図は、

室町時代享
きょう

禄
ろく

４(1531)年の善光寺再建にかかわる門その他付属建物の設計図であ

り、作図年代がわかる設計図としては現存最古のものである。市指定には鬼無里地

区の松巌寺
しょうがんじ

観音堂算額や篠ノ井地区有
う

旅
たび

の高札板などがある。 

なお、美術工芸品のうち絵画・彫刻以外の指定文化財の地区別分布は下図のよう

になる。 
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ウ  無形文化財  

 無形文化財は市指定７件を数える。  

 このうち善光寺
ぜ ん こ う じ

木遣
き や

りは、江戸時代の善  

光寺再建の際に、江戸棟梁
とうりょう

によって伝えら  

れたものとされ、現在でも建築行事等で唄  

い継がれている。また八橋流
やつはしりゅう

筝曲
そうきょく

は江戸時 

代初期に八橋
やつはし

検校
けんぎょう

が創始した琴の流派で、 

八橋検校に直接学んだ真田家２代藩主側室  

のお伏
ふせ

によって松代に伝えられたものであ 

る。このほか松代地区の大門
おおもん

踊
おど

りや戸隠地 

区の宣
せん

澄
ちょう

踊
おど

りなどが指定されている。  

 

エ  民俗文化財  

【有形の民俗文化財】県宝１件、市指定 14 

件を数える。 

県指定の小正月関係資料コレクションは、  

市内外の小正月行事で用いられる道具を長  

野市立博物館が収集したものである。 

 市指定には真田宝物館が所蔵する江戸時  

代の松代焼コレクションや第四地区の妻科
つましな

 

と吉田地区の中越に残る庚申講人
こうしんこうにん

別帳
べつちょう

及
およ

び  

用具一式（長野市立博物館寄託）、善光寺の  

祇園祭で曳航
えいこう

されていた第一地区西町上組
かみぐみ

の山車（長野市立博物館寄託）、善光寺の

正月行事用具などがある。善光寺の正月行事用具は、善光寺で年末年始にかけて行

われる堂
どう

童子
ど う じ

行事
ぎょうじ

で使用される一連の道具である。  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市指定 善光寺木遣り 

市指定 山 車 
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【無形の民俗文化財】国の記録作成等の措  

置を講ずべき無形の民俗文化財（国選択）  

１件、県指定４件、市指定９件、市の記録  

作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財  

（市選択）８件の計 22 件を数える。 

国選択の若穂地区高岡
たかおか

の小
あず

豆
き

焼
や

き行事
ぎょうじ

は、  

正月 15 日集落の集会所で、囲炉裏の火で 

熱したカワラケに小豆を載せ、小豆の動き 

で年の吉凶を占う予祝行事で、道祖神
ど う そ じ ん

信仰
しんこう

 

と関わって行われる。  

県指定となっている大岡地区の芦ノ尻
あ し の じ り

の  

道祖神祭りと、篠ノ井地区の長
は

谷
せ

及
およ

び越
こし

の  

ドンドヤキも道祖神信仰に基づく小正月行  

事である。県指定ではこのほか戸隠
とがくし

神社
じんじゃ

太
だい

 

々
だい

神楽
か ぐ ら

と犀川
さいがわ

神社
じんじゃ

の杜
もり

煙火
は な び

がある。犀川神  

社の杜煙火は、安茂里地区犀川神社の秋祭  

りの際に、境内で行われる壮大な仕掛け花  

火である。 

市指定及び選択では、市内各所で行われ  

る獅子
し し

神楽
か ぐ ら

のうち、安茂里地区の犀川神社 

太神楽
だ い か ぐ ら

や若穂地区の赤野
あ か の

田
た

神社
じんじゃ

太神楽など  

代表的なものが８件選ばれている。このほ  

か年中行事として松代地区玉依比売
た ま よ り ひ め

命
のみこと

神社
じんじゃ

 

の御
おん

田
た

祭
さい

・児
こ

玉石
だまいし

神事
し ん じ

・御判
ご は ん

神事
し ん じ

や、篠ノ 

井地区の東横田
ひがしよこた

と犬
いぬ

石
いし

で行われる虫送り行  

事などがある。玉依比売命神社の行事は正 

月６日・７日にわたって行われる一連の予  

祝行事で、東横田と犬石の虫送りは７月末 

から８月初頭に行われる稲の害虫除けの呪
まじな

 

い行事である。 

 

オ  記念物  

【遺跡】国指定６件、県指定５件、市指定 46 件を数える。 

国指定の史跡は、篠ノ井地区にある川柳将軍塚古墳・姫
ひめ

塚
づか

古墳
こ ふ ん

（古墳時代前期）、

松代地区の埴科
はにしな

古墳群土
こ ふ ん ぐ ん ど

口
ぐち

将軍
しょうぐん

塚
づか

古墳
こ ふ ん

（古墳時代中期）、松代地区大室
おおむろ

古墳群
こ ふ ん ぐ ん

（古墳

時代中期から後期）など 3 件の古墳のほか、松代地区にある松代城跡
まつしろじょうあと

附
つけたり

新御殿
し ん ご て ん

跡
あと

、

国選択 高岡の小豆焼き行事 

県指定 芦ノ尻の道祖神祭り 
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松代藩主真田家墓所、旧文
きゅうぶん

武
ぶ

学校
がっこう

といっ 

た松代藩ゆかりの史跡３件である。 

 県指定のうち、松代地区にある菅間
す が ま

王
おう

 

塚
づか

古墳
こ ふ ん

と桑
くわ

根
ね

井
い

空
そら

塚
づか

の２件は合掌形
がっしょうがた

石室
せきしつ

 

を有する古墳、戸隠地区の戸隠神社奥社・ 

中社・宝光社からなる戸隠神社信仰遺跡  

は戸隠山の信仰の歴史を伝える場所とし  

て指定されている。このほか戦国時代に  

武田信玄が馬場
ば ば

信房
のぶふさ

に築かせた信州新町 

地区の牧之島
ま き の し ま

城跡
じょうあと

や、松代地区に残る佐
さ

 

久間
く ま

象山宅
しょうざんたく

跡
あと

が県指定になっている。  

市指定は、縄文時代の集落遺跡である 

中条地区の宮
みや

遺跡
い せ き

、古墳時代の祭祀
さ い し

遺跡
い せ き

 

である古里
ふるさと

地区の駒沢
こまざわ

祭祀
さ い し

遺跡
い せ き

のほか、 

古墳（篠ノ井地区の中郷
なかごう

神社
じんじゃ

前方後円墳
ぜんぽうこうえんふん

、  

松代地区の竹原
たけはら

笹塚
ささづか

古墳
こ ふ ん

など）、山城（  

豊野地区の大倉
おおくら

城跡
じょうあと

、芋井地区の葛山
かつらやま

 

城
じょう

跡
あと

など）、宗教施設跡（豊野地区の神
じん

 

護寺
ご じ

跡
あと

、戸隠地区の奈良尾
な ら お

弘法
こうぼう

遺跡
い せ き

など 

）、善光寺参道（敷石
しきいし

）などがある。 

【名勝地】県指定が１件、市指定が４件 

（うち１件は名勝・天然記念物）、国登録  

が８件となっている。 

県指定は鬼無里地区の奥
おく

裾
すそ

花
ばな

峡谷
きょうこく

で、市 

指定は信州新町地区の久米
く め

路峡
じきょう

など３件に 

加え、名勝と天然記念物を包括した大岡地 

区樋
ひ

知
じり

大神社
だいじんじゃ

境内
けいだい

のお
 

種
たね

池
いけ

及
およ

び社
しゃ

叢
そう

と湿性  

植物群落がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

市指定 樋知大神社境内のお種池及び

社叢と湿生植物群落 

 

 

 

  

国史跡 松代城跡附新御殿跡 
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 国の登録記念物は８件で、全て松代地区の泉水
せんすい

路
ろ

を構成する武家住宅などの庭園

（旧山寺
やまでら

常山
じょうざん

氏
し

庭園
ていえん

など）である。  

【動物・植物・地質鉱物】国指定１件、県 

指定 16 件、市指定が 69 件を数える。 

国指定は、芋井地区の素
す

桜
ざくら

神社
じんじゃ

の神代
じんだい

ザ  

クラ。県指定は樹木（戸隠神社奥社社叢な 

ど）のほか、市域の大地の形成を物語る化  

石類（戸隠川下のシンシュウゾウ化石、信 

州新町地区菅沼
すがぬま

の絶滅セイウチ化石など） 

や、地質標本（若穂地区大柳
おおやなぎ

及び井上の枕
まくら

 

状
じょう

溶岩
ようがん

、鬼無里地区深谷沢
ふ か や さ わ

の蜂の巣状風岩）  

などがある。 

市指定には、戸隠地区のカワシンジュガ  

イ、松代地区皆神山のクロサンショウウオ  

の産卵池、明徳寺
め い と く じ

のヒキガエル産卵池とい  

った動物、芋井地区の葛山落合神社社叢、  

吉田地区の吉田のイチョウ、戸隠地区戸隠 

中社の三本杉などの樹木、鬼無里地区奥裾  

花のケスタ地形、漣
れん

痕
こん

（リップルマーク） 

といった地質関係のものなどがある。 

 

カ  伝統的建造物群  

 戸隠地区の中社及び宝光社地区には、戸  

隠信仰のもとに多くの参詣者を受け入れる  

ために大規模化した宿坊や、門前町を形成  

した民家などの伝統的建造物が江戸時代以  

前からの町割りのもとに群として残されて  

おり、長野市戸隠伝統的建造物群保存地区  

（国選定重要伝統的建造物群保存地区）と  

して歴史的町並みの保護を図っている。  

 

キ  文化財の保存技術  

市選定保存技術になっている桐原
きりはら

牧神社
まきじんじゃ

 

の藁
わら

馬
うま

づくりは、吉田地区桐原牧神社で春  

祭りの際に奉納・頒布される藁馬の製作技  

術で、現在も地元の保存会が記録の作成や  

国天然記念物 素桜神社の神代ザクラ 
 

 

長野市戸隠伝統的建造物群保存地区 


